
専門・認定看護師会 令和7年6月発行

NDA・ZU～第32号
専門・

認定看護師の

ん だ ず ～

その人らしい生き方を支えるために
～人生会議（アドバンス・ケア・プランニング）～

あなたは終活してますか？
あなたの大切な人はどうですか？

生まれたことにより、死は避けられないことです。
いつかは誰にでも死が訪れます。
死が訪れるまでの間を、悔いのない自分らしい生活を送り人生を

全うすること。そして死に対して、真正面から積極的に向き合う
ことは、大切だと思いませんか？

人生の最後の時間を自分らしく過ごすために、生前から用意して
おくことが、自分にとっても家族にとっても大切なことです。
しかし、最後の時間と言っても人により終末の時期や時間に違いが
あります。できるうちに考えておくことにより、やらなくてはなら
ない作業を整理することもできます。

だからこそ、今、考えてみませんか？
それが、人生会議（アドバンス・ケア・プランニング）の
考え方なのです。

当院の緩和ケアチームは、最期のその時まで、その人らし
く生活していけるようアドバイスさせていただきます。
これからの治療やケアについてどうしていきたいかなど、

患者さんやご家族との話し合いのお手伝いができるように、
『意思確認書』を準備しております。

ぜひお声がけください。



ステップ 3：主治医とお話してみましょう。 

1. 主治医から病気について説明を受けましたか？ 

□ はい     □ いいえ 

 

2. もし、さらに知っておきたいと思う情報はありますか？ 

また、この機会に医療従事者に尋ねてみたいことはありますか？ 

                                                                                                                                                                                     

                                            

                                                                                               

 

3. 病気のこれから予想される経過や、余命（あとどれくらい生きられると予測されるか）を 

知りたいと思いますか？ 

□ 知りたい 

□ 知りたくない 

□ わからない 

□ その他（具体的に書いてください）                      

 

  そのように考える理由を教えてください。 

                                                                                                                                                                                       

                                              

 

4. その他に気になることはありますか？ 

                                                                                                                                                                                       

                                          

                                                                                            

      

 

 

3.「こうなったら生き続けるのは大変かもしれない」と感じるのは、どのような状況に 

なったときでしょうか？ 

  例を挙げると、「昏睡になって目が覚めず、まわりに自分の意志を伝えられない」 

          「身のまわりのことが自分でできない」 

         「食べたり、飲んだりできない」 

         「機械の助けがないと生きられない」（例：人口呼吸器） 

         「治すことができないつらい痛みや苦痛が続く」 

                                       

                                       

                                       

  

4.もしもあなたが、「生き続けることは大変かもしれない」と感じる状態になったとしたら、 

どのように過ごしたいですか？ 

 □ 必要な治療やケアを受けてできるだけ長く生きたい。 

  □ 命が短くなる可能性はあるが、今以上の治療やケアは受けたくない。 

 □ わからない。 

なぜそのように考えたか、その理由を具体的に書いてみてください。 

                                       

                                       

                                       

 

ステップ 2：信頼している人は誰か考えてみましょう。 

  もしもあなたが自分の意志を伝えられなくなった時に、あなたの代理人として受ける 

  治療やケアについて話し合ってほしい人は誰でしょうか。 

□ 配偶者（夫、妻）   

□ 子ども 

□ 兄弟・姉妹 

□ 親戚（姪・甥など） 

□ 友人・知人 

具体的にどなたですか？（記入できる場合）                              

その方に、代理人になってほしいことは伝えていますか？ 

 □ 伝えている      □ 伝えていない 

ステップ 4：話し合ってみましょう 

1. 病状の悪化などのより自分の考えを伝えられなくなった場合、どのような治療を望みま

すか？ あなたの考えに近いのはどれですか？ 

   

□ 延命を最も重視した治療： 

心肺蘇生、気管挿管や人工呼吸器の使用など、心身に大きな負担を伴う処置で 

あっても、できる限り長く生きることを重視した治療を受ける。その中で生じる 

苦痛な症状については、できる限り症状緩和のための治療やケアを受ける。 

    

□ 延命効果を伴った一般的な内科的治療： 

心肺蘇生、気管挿管や人工呼吸器の使用など、心身に大きな負担を伴う処置までは 

希望しないが、その上で少しでも長く生きられるような治療を望む。その中で生じ

る苦痛な症状については、できる限り症状緩和のための治療やケアを受ける。 

 

□ 快適さを重視した治療： 

治療により延命効果を期待するよりも、できる限り苦痛を和らげ快適な自分らしい

暮らしを大切にした治療を受ける。ただし、苦痛な症状についてはできる限り症状

緩和のための治療やケアを受ける。 

 

  そのように考える理由を教えてください。 

                                                                                                                                                                                       

                                           

                                           

   

 

2. 病状の悪化などのより自分の考えを伝えられなくなった場合、「してほしい治療やケア」そ

して「これだけはしてほしくないと思う治療やケア」は、どのようなことですか？ 

  

1）してほしい治療やケア 

                                                                                                                                                                                      

                                           

 

2）してほしくない治療やケア 

                                                                                                                                                                                      

                                           

 

1. 病状の悪化などのより自分の考えを伝えられなくなった場合、どこで治療やケアを受け

たいですか？ 

□ 病院 

□ 自宅 

□ それ以外（具体的な場所）                               

 

  そのように考える理由を教えてください。 

                                                                                                                                                                                       

                                            

 

 

ステップ 5：伝えましょう 

  病状の悪化などのより自分の考えを伝えられなくなった時に、あなたの考えとあなたの 

代理人（ステップ 2で答えた方）の考えが違う場合どうしてほしいですか？ 

 

□ 私の望むとおりにしてほしい 

□ 私の希望を基本として、医師と相談して決めてほしい 

□ 私の希望と違っても、医師と相談して決めてほしい 

□ どちらとも言えない 

 

 ＊他に何かあれば、ご自由にお書きください。 

                                                                                                                                                                                       

                                           

                                           

                                   山形済生病院 

『意思確認書』

「意思確認書」はステップ1からステップ5まであります。
質問に答えながら、自分の考えを整理していくことができます。

（人工呼吸器）

ステップ 1：大切にしていることは何かを考えてみましょう。 

1.もし生きることができる時間が限られているとしたら、あなたにとって大切なことはどん 

なことですか？ 以下の中から選んでみてください。（複数回答可） 

□ 家族や友人 

□ 仕事や社会的な役割 

□ 身のまわりのことが自分でできる 

□ できる限りの治療が受けられる 

□ 家族の負担にならない 

□ 趣味 

□ ひとりの時間が保てる 

□ 経済的なこと 

□ その他（具体的に書いてください） 

（                                   ） 

 

2. ご自身、ご家族や友人のご経験、またはテレビや映画の場面を通して感じたことをお伺い

します。 

1）「こんな最後だったらいいな、こんな治療やケアを受けたいな。」と感じたことはどん 

なことですか？ 

                                       

                                       

2）「こんな最後は嫌だな、こんな治療やケアを受けたくないな。」と感じたことはどん 

なことですか？ 

                                       

                                       

 3）今後もし同じような状況になったとしたら、どのような治療やケアを受けたいと思い 

ますか？ 

                                       

                                       

  

ご興味のある方は
緩和ケア認定看護師

新宮久子まで
ご連絡ください


